
５ 今年度の重点課題（学校アクションプラン）

平成２３年度 魚津工業高等学校アクションプラン －１－

重点項目 学習活動

重点課題 資格取得の推進

現 状 ・いろいろな資格・検定を受検させているが、ひとつも合格・取得で

きない生徒がいる。

達成目標 資格・検定（２種類以上）取得率 ※卒業時

１００％

方 策 ・資格・検定に関する資料等を配布・掲示し、継続的に取り組む意識

を持たせる。

・宿題や課題を課し、家庭学習の習慣をつけさせる。

・朝学習、放課後補習を活用する。

・生徒に自分の取得状況を把握させることで、目的意識を持たせる。

（評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 D：現状より悪くなった ）

平成２３年度 魚津工業高等学校アクションプラン －２－

重点項目 学校生活

重点課題 基本的な生活習慣の確立

現 状 ・目的意識がやや希薄なため、安易に遅刻をする生徒がいる。

・充実した学校生活を送るために、遅刻の防止を中心とした基本的

生活習慣の確立を図る必要がある。

達成目標 年間総遅刻回数

２５０回未満

方 策 ・全教職員による登校指導やクラス別遅刻者統計を集計して、生徒に

遅刻の防止を呼びかける。

・遅刻をした生徒には、翌日に早朝登校させる。

・学期ごとに遅刻の多い生徒に対し、遅刻の問題点を考えさせる。

（評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 D：現状より悪くなった ）



平成２３年度 魚津工業高等学校アクションプラン －３－

重点項目 進路支援

重点課題 進路意識の高揚

現 状 ・自分の将来や進路に対する認識が甘く、職業観・勤労観に乏しい

生徒がみられる。

・進学者の中に、目的の明確でない生徒や基礎学力の低い生徒がいる。

・就職試験で約１５％の生徒が不合格となっている。

達成目標 ３年生の進路決定率 ※２月末までにおける決定率

１００％

方 策 ・インターンシップや職場見学会、オープンキャンパスへの参加や

進路講話などを積極的に推進し、生徒の進路意識を高める。

・学年や学科と連携し、面接指導や進学補充の充実を図る。

・求人状況が厳しくなる中、生徒の進路希望実現のため、企業訪問を

するなどして求人の確保に努める。

（評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 D：現状より悪くなった ）

平成２３年度 魚津工業高等学校アクションプラン －４－

重点項目 特別活動

重点課題 部活動の加入率の向上

現 状 ・部活動の加入率は昨年１月の時点で８６％である。１、２年生が４

クラスになり、在籍生徒数の増加とともに、部員数も拡大する。こ

のことから部活動の活性化、成績向上を図るために、各部の取り組

み方も再検討している。

達成目標 部活動の加入率 ※１月現在

８５％以上

方 策 ・部長会議の定例化を図り、校内での向上意識の高揚を図る。

・部活動を辞めた生徒への働きかけ（他の部活動を積極的に勧める）。

・一流選手や指導者を招聘し、講演会（講習会）を開催する。

（評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 D：現状より悪くなった ）



平成２３年度 魚津工業高等学校アクションプラン －５－

重点項目 学校生活

重点課題 規則正しい生活リズムの定着

現 状 ・食生活・睡眠・運動など生活習慣に問題のある生徒が多い。

・特に夜型の生活や食習慣の偏りが、学習意欲の低下や肥満など心身

の健康と相関し、学校生活に悪影響を及ぼしている。

達成目標 朝食摂取率 ※１月末における摂取率

９５％以上

方 策 ・生活実態調査を年２回実施し、その結果を保健だよりで知らせ、各

自の生活を振り返らせる。

・問題があると考えられる生徒には、個別指導を実施する。

・担任や部顧問、教科担当者との連携を図る。

・外部講師を招き、集団保健指導を実施する。

・遅刻者の朝食摂取率を調査する。

（評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 D：現状より悪くなった ）


